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体
制
整
備
事
業
に
向
け
て
の
協

議
を
進
め
、
地
域
住
民
の
交
流

の
場
と
し
て
利
用
し
や
す
い
施

設
運
営
を
目
指
し
、
高
齢
者
帯

状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
制
度
や
社
会
福
祉
協
議
会
の

運
営
補
助
を
拡
充
し
、
村
民
の

健
康
維
持
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
健
康

寿
命
の
延
伸
に
結
び
つ
け
ま
す
。

「
産
業
振
興
事
業
」

　
最
適
土
地
利
用
総
合
対
策
事

業
を
活
用
し
、
地
域
内
外
か
ら

農
地
の
受
け
手
を
幅
広
く
確
保

し
、
農
地
バ
ン
ク
を
活
用
し
た

農
地
の
集
約
化
等
を
進
め
る
た

め
地
域
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

の
で
、
引
き
続
き
村
内
各
集
落

で
の
話
し
合
い
を
継
続
し
、
農

用
地
の
効
率
的
な
利
用
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
新
規
の
畑
作

等
促
進
整
備
事
業
で
は
、
万
平

地
区
の
農
地
集
積
を
促
し
、
ぶ

ど
う
等
の
産
地
拡
大
の
た
め
圃

場
整
備
の
実
施
設
計
に
着
手

し
、雲
根
地
区
に
お
い
て
は
、営

農
活
動
の
継
続
、
農
地
耕
作
条

件
の
改
善
を
目
的
に
、
農
道
拡

幅
工
事
の
用
地
測
量
を
行
い
、

つ
な
ぐ
・
ま
も
る
・
め
ぐ
る

つ
な
ぐ
・
ま
も
る
・
め
ぐ
る  

生
坂
生
坂

～
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
農
山
村
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
～

～
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
農
山
村
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
～

令
和
七
年
度
の
当
初
の
挨
拶

令
和
七
年
度
の
当
初
の
挨
拶

生
坂
村
長

　藤
澤

生
坂
村
長

　藤
澤  

泰
彦
泰
彦

　
村
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を

重
視
し
て
、
村
民
主
役
の
村
政

運
営
を
心
が
け
、
山
紫
水
明
の

豊
か
な
自
然
、
先
人
が
築
き
上

げ
た
伝
統
文
化
を
守
り
育
て
る

た
め
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
を

進
め
、
第
六
次
総
合
計
画
の
将

来
の
姿
「
確
か
な
暮
ら
し
を
明

日
に
つ
な
ぎ
　
明
る
く
　
健
や

か
に
生
き
る
村
」に
向
け
て
、引

き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
令
和
七
年
度
当
初
に
当
た

り
、
重
点
事
業
の
新
た
な
取
組

等
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
事
業
」

　
す
べ
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て

世
帯
、
子
ど
も
へ
の
切
れ
間
の

な
い
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、

「
生
坂
村
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」を
設
置
し
、低
所
得
及
び

多
子
世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
や

入
卒
園
お
祝
い
ギ
フ
ト
の
贈

呈
、
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
の
郷
土
愛
や
自
立
心
な
ど
を

育
む
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す

る
た
め
、
Ｉ
ｋ
ｕ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
学

に
よ
る
他
地
域
と
の
交
流
学

習
、
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り

の
形
成
を
図
り
、
授
業
や
部
活

動
の
質
の
向
上
、
学
校
教
育
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
小
学

校
に
専
科
教
員
の
配
置
、
水
泳

指
導
員
の
活
用
、
中
学
校
に
部

活
動
指
導
員
の
配
置
等
に
よ

り
、将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、

地
域
を
支
え
る
担
い
手
に
つ
な

が
る
よ
う
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
教
育
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

「
福
祉
の
村
づ
く
り
事
業
」

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
み
荘

に
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
導

入
、照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、省
エ
ネ

エ
ア
コ
ン
へ
の
更
新
に
よ
る
脱

炭
素
化
、
厨
房
や
浴
室
等
の
改

修
工
事
を
行
い
、村
民
の
憩
い
の

場
で
あ
る
当
館
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、は
る
か
ぜ
は
、複
雑

化
・
複
合
化
し
た
課
題
や
制
度

の
狭
間
に
あ
る
支
援
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
重
層
的
支
援

当
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す
。

「
地
域
活
性
化
対
策
等
事
業
」

　
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事

業
で
は
、
上
生
坂
区
内
の
災
害

時
に
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
や

各
施
設
を
自
営
線
で
結
ぶ
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
事
業
の
実
施
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

安
定
し
た
電
力
の
供
給
電
源
と

な
る
生
坂
ダ
ム
の
小
水
力
発
電

事
業
の
整
備
を
進
め
る
な

ど
、
村
民
・
事
業
所
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
各
分

野
で
の
脱
炭
素
事
業
の
取

組
を
推
進
し
、
生
坂
村
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
同
報

系
防
災
行
政
無
線
の
更
新

を
行
い
、
役
場
庁
舎
内
の

親
局
や
各
地
区
の
屋
外
子

局
、
各
家
庭
の
個
別
受
信

機
等
の
切
り
替
え
を
行

い
、
災
害
時
に
お
け
る
情

報
伝
達
手
段
の
向
上
を
図

り
、
安
全
で
安
心
な
生
活

の
確
保
と
地
区
・
村
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。



�

歳 出

前年度
歳 出

前年度
歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

商工費 4,099
その他 230

端数整理のため、計数が整合しない場合があります。

（単位：万円）（単位：万円）

前年度対比14.8％増

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 360,200 100.0%

【歳入の内訳】 【歳出の内訳】

総 務 費
（ 総 務 管 理 費 ）
（住民基本台帳費）
民 生 費
（ 社 会 福 祉 費 ）
（ 児 童 福 祉 費 ）
衛 生 費
（ 保 健 衛 生 費 ）
（ 清 掃 費 ）
（ 水 道 費 ）
（地域脱炭素化事業費）
公 債 費
農林水産業費
（ 農 業 費 ）
教 育 費
土 木 費
（ 住 宅 費 ）
消 防 費
議 会 費
商 工 費
そ の 他

70,608
（63,347）
（3,213）
59,041
（42,047）
（15,002）
126,168
（5,948）
（3,028）
（8,438）
（108,755）
29,680
27,516
（25,179）
19,569
10,772
（4,652）
7,825
4,857
3,934
230

19.6%
（17.6%）
（0.9%）
16.4%
（11.7%）
（4.2%）
35.0%
（1.7%）
（0.8%）
（2.3%）
（30.2%）
8.2%
7.6%
（7.0%）
5.4%
3.0%
（1.3%）
2.2%
1.3%
1.1%
0.1%

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 360,200 100.0%

前年度予算額31億3,700万円

36億0,2０0万円36億0,2０0万円
令和7年度 村の一般会計当初予算

総務費
70,608

地方交付税
125,000

地方交付税
119,000

地方債
62,100

地方債
31,600

村税
14,970

繰入金
23,700

県支出金 11,879

寄付金 4,500

国庫支出金
92,626

寄付金 6,500

その他
25,044

その他
25,425

村税
14,418

繰入金
23,250

民生費
59,041

公債費
29,680

教育費 19,569
農林水産費
27,516

衛生費
126,168

総務費
67,300

民生費
43,482

衛生費
103,098

公債費
28,488

農林水産費
24,558

教育費 19,101

土木費 11,322

消防費 7,825
土木費 10,772

議会費 4,857
商工費 3,934 その他 230

消防費 7,345
議会費 4,677

県支出金 9,395

国庫支出金
84,493

地 方 交 付 税
地 方 債
村 税
（ 村 民 税 ）
（ 固 定 資 産 税 ）
（ 軽 自 動 車 税 ）
（ 村 た ば こ 税 ）
繰 入 金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 付 金
使用料及び手数料
地方消費税交付金
財 産 収 入
地 方 譲 与 税
（地方揮発油譲与税）
（自動車重量譲与税）
（森林環境譲与税）
分担金及び負担金
繰 越 金
そ の 他

125,000
62,100
14,970
（6,078）
（7,850）
（882）
（160）
23,700
92,626
11,879
4,500
12,408
3,900
2,650
2,506
（530）
（1,662）
（314）
437
500
3,024

34.7%
17.2%
4.2%
（1.7%）
（2.2%）
（0.2%）
（0.0%）
6.6%
25.7%
3.3%
1.2%
3.4%
1.1%
0.7%
0.7%
（0.1%）
（0.5%）
0.1%
0.1%
0.1%
0.8%
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令和7年度 当初予算における重点事業令和7年度 当初予算における重点事業

事　業　名 事　業　内　容 事業費

෱
ࢱ
の
村
ͮ
͘
Γ
ࣄ
ۀ

社会福祉事業
福祉センターやまなみ荘改修工事、福祉活動の推進に対する補助、福祉団体助成
金及び社会福祉協議会の運営、特定疾患の方への見舞金、骨髄バンクドナー助成
事業、社会就労センター指定管理委託

1億4,206 万円

生活支援等サービス事業 生活支援等サービス事業、介護予防福祉用具レンタル・住宅改修助成、 
高齢者配食サービス、在宅介護用品支給等 1,282 万円

福祉有償運送サービス事業 対象者の自宅と病院間の移送、介助や投薬の受け取り等、 
外出の利便性を図るための移送（日、祝日タクシー利用分を支援） 840 万円

高齢者生活福祉センター運営 対象者が独立して生活することに不安のある方に住居を提供するための管理運営 828 万円
敬老イベント事業 高齢者が一同に集い、長寿を祝う「敬老の日」の実施 156 万円

高齢者医療環境対策事業 高齢者宅へ医師が直接出向いて、訪問診察を実施、高齢者の保健事業と介護予防
の一体的事業、後期高齢者医療人間ドック助成金、高齢者緊急通報装置等設置事業 765 万円

保健衛生事業 新型コロナウイルスワクチン接種料の一部を公費負担、おたふく・帯状疱疹予防ワ
クチン接種・高齢者帯状疱疹ワクチン接種の助成 597 万円

 ࢠ

ҭ 
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 ࢧ

ԉ 

 ࣄ

ۀ

福祉医療・扶助 村単福祉医療費（18歳までの自己負担額500円を助成） 362 万円

子ども・子育て支援事業

保育料負担軽減、保育園環境整備事業、保護者間連絡等のICT維持経費、子ども家
庭センターの開設、子育て支援、ファミリー・サポート・センター事業、病後児保育事
業、子ども・子育て応援ギフト、学校給食、保育園給食の無償化、学生バス通学費の
無償化等

7,941 万円

児童福祉事業 水道料軽減による生活支援、児童手当の拡充 3,363 万円

保健衛生・扶助
結婚新生活支援事業、子育て支援犀龍小太郎助成事業、各種ワクチン接種助成、出
産祝金、出産費助成、妊産婦新生児助産師訪問、産後ケア事業、産婦健診事業、妊婦
のための支援給付金、自殺対策事業

1,118 万円

学校教育
標津町交流事業、入学祝金、奨学金貸付、小学校専科教員配置等、学校図書館司書
配置、小・中学校タブレット整備による情報教育の推進、中学校部活動指導員の任
用 、小中一貫教育I（kusaka学）の推進、ALT（外国語指導助手）配置等

2,985 万円

社会教育事業 公民館各教室の運営、放課後子どもプラン推進事業、学習支援員、村図書館司書及
び児童支援員配置事業、ブックスタート事業、テニスコートの修繕 1,411 万円

学校給食事業 安心・安全な食育につながる補助、給食費無償化補助等、学校給食センター冷凍庫・
冷蔵庫整備 792 万円
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農業振興事業
地域活性化コーディネーター事業、農業再生協議会、新規就農総合支援事業、生坂農
業未来づくり事業、有害鳥獣対策、農業セーフティーネット支援事業、農業用ハウス等
設置補助、県営中山間総合整備事業、多面的機能支払交付金、いくさかの郷運営

1億3,974 万円

農業公社運営 農業公社運営等補助、農業機械整備（ハンマーナイフモア） 3,796 万円

農用地活性化対策及び遊休農
地解消対策

畑作等促進整備事業（万平地区）、農地耕作条件改善事業（雲根地区）、中山間地域
直接支払事業、多面的機能支払推進交付金事業 4,481 万円

里山整備事業 森林整備区域抽出業務、松くい虫対策事業、ライフライン等保全対策事業（道路の
支障木伐採等） 1,208 万円

商工業等振興事業 商工指導補助、生坂マル得商品券補助、農業・商工業等後継者支援事業補助、赤と
んぼフェスティバル開催経費 3,450 万円
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住 環 境 家庭生活排出ごみの処理、生活環境対策設備補助、犬猫避妊去勢手術補助等 2,787 万円

環境保護

脱炭素地域づくり推進事業
脱炭素推進事業普及啓発、やまなみ荘LED照明・省エネエアコンの導入工事、生坂
ダム小水力発電整備、デマンドレスポンス受給管理システム整備、自営線マイクロ
グリッド構築事業、太陽光・蓄電池整備事業補助金、民家断熱改修補助金、省エネ機
器整備補助金、ペレットストーブ導入補助金、薪ストーブ導入補助金、古民家脱炭素
リノベーション補助金

10億5,465 万円

移住定住対策
Ｕターン補助金、結婚祝金、結婚マッチングシステム登録補助金、空き家対策事業
補助金、ＵＩＪターン就業・創業移住支援事業補助、住宅等リフォーム補助、定住促進
住宅建設（上生坂区）

5,230 万円

防災・減災事業

防災行政無線デジタル化改修工事、県防災行政無線設備更新工事負担金、防災訓
練実施・区交付金、木造住宅耐震診断、耐震化工事補助、村道改良事業、感震ブレー
カー設置補助、消防団員報酬、消防団応援商品券 、防災士の養成補助等、気象観測
システム更新工事

1億4,052 万円

安全・安心
地域活性化

企業版ふるさと納税制度の導入、自転車用ヘルメット購入費補助、ふるさと納税業
務、いくさか大好き隊・集落支援員事業、区振興交付金、生坂村絆づくり支援金事
業、 特定地域づくり事業、村単道路維持補修工事等"

1億6,828 万円

公営企業会計
（簡易水道事業会計） 水道送配水管布設替工事 4,503 万円

※太字は新規事業等
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◆みんなのふるさと「いくさか」応援寄付の活用事業◆

　皆さんからいただきました「みんなのふるさといくさか応援寄付」は、希望使途を
もとに令和７年度は以下のとおり活用させていただきます。

ご寄付、大変ありがとうございました。

［単位：円］

令和7年度 ಛผձܭͷ当初予算ͷঢ়گ令和7年度 ಛผձܭͷ当初予算ͷঢ়گ

会計名 令和7年度 令和6年度 比    較 増減比率

村営バス特別会計 5,450万円 4,800万円 650万円 13.5

福祉センター特別会計 1億0,720万円 1億1,260万円 △540万円 △ 4.8

国民健康保険特別会計 2億4,850万円 2億5,130万円 △280万円 △ 1.1

介護保険特別会計 2億7,880万円 2億8,720万円 △840万円 △ 2.9

後期高齢者医療特別会計 3,430万円 3,420万円 10万円 0.3

特別会計合計 7億2,330万円 7億3,330万円 △1,000万円 △ 1.4

簡易水道事業会計 1億4,201万円 1億5,509万円 △1,308万円 △ 8.4

下水道事業会計 1億3,361万円 1億3,847万円 △486万円 △ 3.5

事業会計合計 2億7,562万円 2億9,356万円 △1,794万円 △ 6.1

総合計 9億9,892万円 10億2,686万円 △2,794万円 △ 2.7

令和７年度の活用事業 事業区分等 事業費
充当する基金
（寄付金）の額

活性化対策（絆づくり支援金事業、商
工会補助、農地管理補助、赤とんぼフ
ェスティバル、農業体験ツアー等）

ふるさと「いくさか」の創生 
都市との交流

49,650,000 16,100,000

福祉の村づくり（生活支援等サービス事
業、福祉有償運送サービス事業等）

福祉、教育の充実 136,734,000 12,000,000

子育て支援関係（保育所運営、学校給
食費無料化事業等関係、産み育む子育
て支援金、学校教育等）

福祉、教育の充実 92,942,000 4,700,000

環境対策関係（住環境、環境保護、観
光公園維持等）

自然や環境保全 28,638,000 2,200,000
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住
民
課

ৼ
ڵ
課

教
育
ҕ
員
会

主事補

೾৔ ͘ΒΒ
社会福祉士

ࢠౡ ࿨Վࣉ
主事補

໦ଜ ඒ݄

き
あ
り
が
と
う
ご
͟
い
ま
し
た
。

　
਎
体
が
大
切
な
の
で
、
無
理

し
な
い
よ
う
に
体
ௐ
に
ؾ
を
෇

け
て
く
だ
さ
い
Ͷ
。

　
皆
さ
ん
の
ご
多
޾
を
お
ف
り

ਃ
し
上
げ
ま
す
。

　
最
ޙ
に
、お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
͟
い
ま
す
。

ớ
坂
ݩ
　
ཬ
ಸ
子
Ờ

　
は
͡
め
ま
し
て
ʂ 

࢛
݄
か

ら
い
く
さ
か
大
޷
き
ୂ
と
し
て

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
౉
ล
一

こ
ん
に
ͪ
は
。
大
޷
き
ୂ
の

坂
ݩ
ཬ
ಸ
子
で
す
。

　
こ
の
ه
事
が
、
ܝ
ࡌ
さ
れ
る

ࠒ
に
は
ࢲ
は
村
に
い
な
い
の
で

す
み
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
に
は
た
く
さ
ん
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
か
Θ
い
が

っ
て
い
た
だ
き
、
ຊ
当
に
あ
り

が
と
う
ご
͟
い
ま
す
。

　
ݟ
守
り
๚
໰
、
結
ࠗ
૬
ஊ
員

の
業
຿
を
ࡾ
年
൒
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
村
の
中
で
の
活

動
を
௨
し
て
皆
さ
ん
と
ग़
会
え

た
こ
と
に
ײ
ँ
し
て
い
ま
す
。

　
ඍ
力
で
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ

た
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
と
接
す
る
中
で
、

৭
ʑ
と
お
話
を
ฉ
か
せ
て
い
た

だ
き
、
গ
し
で
も
Կ
か
力
に
な

れ
て
い
た
ら
と
ࡾ
年
൒
動
い
て

き
ま
し
た
。

　
い
つ
も
Թ
か
く
接
し
て
い
た
だ

അ
で
す
。
ࢲ
は
大
ொ
ࢢ
か
ら
生

坂
村
へ
来
ま
し
た
。
家
଒
は
࠺

と
子
供
七
人
で
、
大
ม
に
ぎ
や

か
な
ຖ
日
を
ૹ
っ
て
い
ま
す
。 

　
ࡢ
年
は
、
ݪ
Ҫ
農
園
さ
ん
で

お
世
話
に
な
り
、
農
業
の
ັ
力

や
地
ݩ
の
自
然
を
改
め
て
ײ
͡

る
機
会
を
௖
き
ま
し
た
。
今
年

か
ら
ぶ
ど
う
࠿
ഓ
の
ݚ
修
を
ε

タ
ー
ト
し
、
こ
れ
か
ら
の
学
び

や
௅
ઓ
に
ڳ
を
๲
ら
ま
せ
て
い

ま
す
。こ
の
ݚ
修
を
௨
͡
て
、農

業
の
஌
ࣝ
を
ਂ
め
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
さ

ら
に
ਂ
め
、
地
ݩ
の
ັ
力
を
広

め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
ࢥ
い

ま
す
。ま
た
、子
供
た
ͪ
と
と
も

に
自
然
の
中
で
ա
ご
す
時
間
を

ָ
し
み
な
が
ら
、
生
坂
村
の
暮

ら
し
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
ࢥ

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
౉
ล
家
۝
人
の
に

ぎ
や
か
ύ
ワ
ー
で
স
إ
と
ݩ
ؾ

を
お
ಧ
け
し
、
生
坂
村
を
さ
ら

に
ָ
し
い
場
所
に
で
き
れ
͹
と

ࢥ
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ͧ
よ
Ζ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
ʂ

ớ
౉
ล
　
一
അ
Ờ

　
྘
の
ื
ۚ
は
ࠃ
民
の
৿
ྛ
・

み
ど
り
に
対
す
る
関
心
を
、
۩

体
的
な「
৿
を
守
り
育
て
る
」取

り
組
み
へ
と
結
集
す
る
た
め
、

令
和
七
年
࢛
݄
「
྘
の
ื
ۚ
に

よ
る
৿
ྛ
整
備
等
の
推
進
に
関

す
る
๏
཯
」
と
し
て
๏
制
化
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
村
で
は
、
࢛
݄
か

ら
ޒ
݄
ま
で
の
「
྘
化
推
進
ڧ

化
݄
間
」に
、྘
の
ื
ۚ
運
動
と

し
て
行
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に

よ
り
集
ま
っ
た
ื
ۚ
は
、
公
共

施
設
の
྘
化
や
、
各
地
区
に
配

෍
さ
れ
る
྘
化
木
等
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ࠨ
の
ࣸ
ਅ
に
あ

る
ื
ۚ
ശ
が
道
の
Ӻ
い
く
さ
か

の
郷
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

ྫ
年
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
͟
い
ま
す
。

令
和
七
年
度
　
緑
の
募

令
和
七
年
度
　
緑
の
募

金
活
動
の
お
願
い

金
活
動
の
お
願
い
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生
坂
村
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݄
六
日ớ
日
Ờに
̗
ˍ
̜

ւ
༸
セ
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タ
ー
体
育
館
で
։
࠵

し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
た
に
一
ޒ
໊
が

役
員
と
な
っ
た
΄
か
、
ೋ
໊
の

新
入
ஂ
員
が
入
ஂ
し
、
中
山
ஂ

௕
よ
り
ࣙ
令
が
手
౉
さ
れ
、
୅

ද
者
に
よ
る
力
ڧ
い
એ
੤
が
行

Θ
れ
ま
し
た
。

　
今
ޙ
も
、
村
民
の
皆
様
に
ফ

防
ஂ
活
動
に
対
す
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
ஂ
員
の
確
保

に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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ࡾ
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ʓ
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ా
ஐ
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༎

第
ࡾ
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山
　
३
໵
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野
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ஂ
　
๬
݄
　
一
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஛
内
　
ਖ਼
文

第
ೋ
分
ஂ
　
ޒ
े
ཛྷ
大
थ

第
ࡾ
分
ஂ
　
ࠤ
ٱ
間
୓
࿠

〈
新
入
団
員
〉

第
一
分
ஂ
　
ٶ
坂
　
ূ
ޛ

第
ࡾ
分
ஂ
　
ᜊ
౻
　
一
ت

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度

　
　
ੜ
ࡔ
ଜ
ফ
๷
ஂ
ࣙ
令
ަ
෇
ࣜ

　
　
ੜ
ࡔ
ଜ
ফ
๷
ஂ
ࣙ
令
ަ
෇
ࣜ

一
ྫ
で
す
が
、
ܦ
ࡁ
発
ల
を

ྫ
に
と
っ
て
も
、
গ
子
高
齢
化

で
࿑
働
人
ޱ
が
減
গ
す
る
中
、

୭
も
が
働
き
続
け
ら
れ
な
い
と

࿑
働
力
の
確
保
が
೉
し
く
「
உ

は
࢓
事
・
ঁ
は
家
庭
」で
は
成
り

立
た
な
い
で
し
Ỷ
う
。
࢓
事
と

子
育
て
、հ
ޢ
な
ど
の
྆
立
は
、

உ
ঁ
共
௨
の
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ͦ
れ
が
ݪ
Ҽ
で
ඇ
ਖ਼
規

࿑
働
へ
の
స
৬
や
ୀ
৬
、妊
৷
・

ग़
産
を
ͪ
ỵ
う
ͪ
Ỷ
し
、
গ
子

化
に
ࣃ
ࢭ
め
が
か
か
ら
な
い
な

ど
、
社
会
の
৭
ʑ
な
໰
題
と
உ

ঁ
共
同
ࢀ
画
は
か
か
Θ
っ
て
い

る
の
で
す
。

今
年
度
は
ジ
ỻ
ン
ダ
ー
マ
ン

Ψ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
皆
さ

ん
に
உ
ঁ
共
同
ࢀ
画
に
つ
い

て
、
ߟ
え
て
い
た
だ
く
一
助
に

な
れ
͹
と
ࢥ
い
ま
す
。

「
ฉ
い
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、

よ
く
Θ
か
ら
な
い
」「
自
分
に
関

係
あ
る
の
ʁ
」
と
ࢥ
っ
て
い
ま

せ
ん
か
ʁ
今
や
ࠃ
ࡍ
的
に
も
உ

ঁ
共
同
ࢀ
画
社
会
の
実
ݱ
は
重

ཁ
な
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

உ
ঁ
共
同
ࢀ
画
社
会
と
は
、

؆
୯
に
ݴ
う
と
、
性
別
に
か
か

Θ
ら
ͣ
୭
も
が
対
等
に
ѻ
Θ

れ
、
社
会
の
あ
ら
Ώ
る
分
野
に

ࢀ
画
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　～男女共同参画社会って何？～　～男女共同参画社会って何？～

ともに進もう！ 第1回

男女共同参画社会

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）
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■
ࣇ
ಐ
ؗ
ɾ
ਤ
ॻ
ࣨ
ར
༻
Ҋ
಺

・
利
用
時
間
一
ʓ
時
Ỗ
一
ീ
時

・
ٳ
館
日
　
日
༵
日
・
祝
日
・

　
年
຤
年
ớ࢝
ೋ
ീ
日
Ỗ
࢛
日
Ờ

ớ
˞
図
ॻ
室
の
み
ຖ
݄
第
ࡾ

ۚ
༵
日
が
整
理
ٳ
館
日
、
年

に
一
ճ
ଂ
ॻ
点
ݕ
の
た
め
、

七
日
間
Ҏ
内
の
ٳ
館
日
あ

り
Ờ

ừ
ࣇ
ಐ
ؗ
Ử

ʓ
ࡀ
か
ら
一
ീ
ࡀ
ま
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

ớ
ະ
ब
学
児
は
保
ޢ
者
同
൐

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
Ờ

։
館
時
間
内
は
公
園
の
よ
う

に
、
村
内
外
の
皆
さ
ん
が
自
༝

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ྡ
接
の
施
設
に
̗
ˍ
̜
ւ
༸

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
体
育
館
や

プ
ー
ル
を
利
用
し
て
༡
べ
ま

す
。ớ
村
外
の
ํ
は
༗
料
Ờ

ừ
ਤ
ॻ
ࣨ
Ử

　
約
一
万
۝
ʓ
ʓ
ʓ
࡭
を
所

ଂ
。

　
学
習
ε
ϖ
ー
ε
、
̬
̸-

̛

̸
を
׬
備
し
て
い
ま
す
。
Ն
ظ

の
ク
ー
ル
ε
ポ
ッ
ト
と
し
て
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広くて明るいメインホール。中当

てをしたり、鬼ごっこをしたり。 

テーブル周りにはたくさんのカ

ードゲームやボードゲームがあ

ります。 

ボルダリングやソフト積み木、 

やわらかマットに固いマットもあっ

て、お家ごっこができます。 

とびばこやトランポリンもあるよ！ 

工作をしたり、将棋をしたり、少人数で使える部屋。 

手芸や、絵手紙など、大人の趣味のサークルにもご

利用いただけます。 

約 19,000 の本が所蔵されている図

書室。絵本コーナーや持ち込んだパソ

コンが利用できる学習コーナーもあり

ます。Wi-Fi も利用できます。 

児童クラブのみんなが利用してい

る広くて明るい学習スペース。 

レゴブロックやジェンガ、ドミノな

ども遊べます。 

児童館＆図書室 
畳敷きの飲食スペース。サークル活動の 

休憩にもどうぞ。 

た
ん
ぽ
ぽ

き
ま
し
ょ！

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

উ
家 

ઍ
୅
ዳ
さ
ん ớ
103
 ࡀ

ত
　
௡
Ờ
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日 月 火 水 木 金 土 

2277  2288  2299  3300  11  22  33  

44  55  66  77  88  99  1100  

1111  1122  1133  1144  1155  1166  1177  

1188  1199  2200  2211  2222  2233  2244  

2255  2266  2277  2288  2299  3300  3311  

2025 年 5 月 利用カレンダー℡℡ 6 9 - 3 0 5 0 

開館／月～金＝10 時～18 時  土曜日＝10 時～17 時 
休館／毎週日曜日、祝日、毎月第３金曜日、年末年始、蔵書整理期間等 

■ 生坂中学校にて「デジとしょ信州体験会」をしました！

※※ ・・・図書室の休館日

※※ ・・・17 時閉館

この度、生坂中学校より「「卒卒業業後後ススママーートトフフォォンンをを持持つつ

生生徒徒もも多多いいののでで、、三三年年生生にに向向けけててデデジジととししょょのの体体験験会会をを行行

っっててほほししいい」」とのご依頼を受けて、３月３日（月）に中学

に伺い体験会を行いました。 

当日、体験してくれた生徒は１５名。登録の希望のある

生徒は事前に申し込みをし、サインインして電子図書館上

のカードを作り、本を借りて読んでみることまでを体験し 

てみました。デジとしょの基本的な操作方法の他、 

【【  便便利利なな点点  】】「無料で利用できる」、「期限で自動的に返却される」、「読み上げ機能が使える本があ 

る」、「本によっては読み上げの速度を変えられる・スリープモードで音声を好きな時間にオフにでき 

る」 

 などを紹介しました。 

【【  留留意意点点  】】「通信費は利用者負担」、「スマホ、ＰＣ、タブレットなどが必要」、「紙の本になっていて 

も電子書籍になっていない本がある」「電子書籍でも、一冊の本につき借りられるのは一人（例外あり）」 

また、生坂村では『生坂村誌』と『法学博士 加藤正治物語』を 2023 年 5 月から電子書籍としてデジ

としょで公開しています。郷土について調べたいとき、重い本を持たなくても手元の端末で調べること

ができる点も利用しやすい点だと思います。 

三年生は扱いに慣れているのかすぐにカード作成を済ませ、それぞれ好きな本を探して借りて読ん

でみていました。卒業後も電車通学などの空き時間、たくさん利用して新しい本に出合ってもらえれば

と思います。 

電子図書館「デジとしょ信州」登録受付中！ 
「デジとしょ信州」に登録して、普段の日常をちょっと便利に楽しくしませんか？図書室にて 

利用登録後、約半日後にはご利用いただけます。登録は図書室まで。 生生坂坂村村図図書書室室☎☎00226633--6699--33005500  
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一一般般書書  

■猫の刻参り 三島屋変調百物語拾之続 

（宮部 みゆき） 

■PRIZE―プライズ―        （村山 由佳） 

■逃亡者は北へ向かう         （柚月 裕子） 

■コード・ブッダ 機械仏教史縁起 （円城 塔） 

■友が、消えた         （金城 一紀） 

■蔦重の矜持           （車 浮代） 

■星の教室            （髙田 郁） 

■ミアキス・シンフォニー    （加藤シゲアキ） 

■台湾漫遊鉄道のふたり      （楊 双子） 

■老いはヤケクソ         （佐藤愛子） 

■歌集 ゆふすげ           （美智子） 

■忘れ得ぬ人 忘れ得ぬ言葉   （五木 寛之） 

■【改訂版】本当の自由を手に入れる お金の大学 

（両＠リベ大学長） 

■フクシマ、能登、そしてこれから 震災後を 

生きる 13 人の物語       （藍原 寛子） 

■ねことじいちゃん(2)（ねこまき(ミューズワーク)） 

■ネイルの図鑑 オシャレで可愛い 1,000 の 

デザイン＆ネイルをもっと楽しむ知識とワザ 

（マイナビ出版編集部） 

文庫・新書 

■猫を処方いたします。４     （石田 祥） 

■太陽を背にうけて       （樋口 明雄） 

■イクサガミ 人         （今村 翔吾） 

■22 世紀の資本主義 やがてお金は絶滅する 

（成田 悠輔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実用書 

■はじめてのレザークラフト         

（スタジオ タック クリエイティブ） 

■農家が教える 耕さない農業 草・ミミズ・微生物 

が土を育てる                （農文協） 

■100 年先も愛されるエイミーズ・ベイクショップ 

の焼き菓子           （吉野 陽美） 

絵本 

■ちいさなたまねぎさん     （せなけいこ） 

■あめだま               （ペク・ヒナ） 

■ぼくのがっこう       （鈴木 のりたけ） 

児童書 

■小学館の図鑑 NEOアート はじめての国宝 

（青柳 正規/監） 

■かこさとしこどもの行事しぜんと生活(全 12巻) 

（かこ さとし） 

■日本のことばずかん いきもの  （神永 曉/監） 

■台風の大研究         （筆保 弘徳/編） 

■日本の神さま大図鑑      （戸部 民夫/監） 

■おやさい妖精とまなぶ野菜の知識図鑑（ぽん吉） 

■天と地の守り人〈第 3部〉   （上橋 菜穂子） 

■ヤービと氷獣（梨木 香歩/著、小沢 さかえ/イラスト） 

 ５ 月 の 新 着 本 

一般書 
絵本 

児童書 
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スポーツ系

文 化 系

ピラティス教室

☆ピラティスメソッドを
学び、健康維持と冬
場の運動不足を解消
します。

トレーニング教室

☆松本山雅ＦＣ のフィ
ジカル トレーナーから、

トレーニングの基礎を
学びます。

アクア運動教室

☆健康運動指導士か
ら、水中ウォーキング
や簡単なアクアビクス
を学びます。

絵手紙教室

☆葉書や和紙などに季
節の植物などを描きま
す。

陶芸教室

☆陶芸の基礎を楽しく
学びます。

お正月飾り教室

☆ごぼう締め等のお正月
飾りを作ります。

令和７年度 生涯学習講座一覧

生坂村公民館

公民館では 以下の教室を計画しています。
開催時期が近づきましたらお知らせしますので
是非ご参加ください！

これ以外にも、新しい公民館教室を企画中です。
こんな教室・講座をやってほしい！など、

ご希望のある方は生坂村公民館までご連絡ください。

生涯学習マスコット
「マナビィ」

ＳＵＰ体験教室

☆人気のウォーター
スポーツＳＵＰの基礎
や遊び方を体験でき
ます。

バドミントン教室

☆バドミントンの基礎
を学びます。
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小中学生対象

バドミントン教室

☆バドミントンの基礎を学び
ます。

ラフティング体験

☆犀川でラフティングを体
験します。

◇◇◇ 大会行事予定 ◇◇◇

☆ Ｂ＆Ｇプール開き  ６月 ８日（日）
☆ 生坂健康スポーツフェスティバル  ６月２９日（日）
☆ 巡礼金戸山百体観音巡り  １１月３日（月・祝）
☆ 文化祭１１月上旬～中旬
☆ 202５イクラン松本山雅FC １１月２３日（日・祝）
☆ Ｂ＆Ｇ・体育協会ソフトバレーボール １１月～１２月

☆ 令和８年二十歳の集い  １月 ３日（土）

松本山雅ＦＣ 「ガンズくん」
（Ｃ）2011 ＹＡＭＡＧＡ

お問い合わせ先：生坂村B&G海洋センター
℡ （0263）69 – 2500 E-mail・iku-kaiyo@vill.ikusaka.nagano.jp

（休館日：月曜日・祝祭日の翌日）

スキー・スノーボード教室

☆冬の代表スポーツ、ス
キー・スノーボードを楽しみ
ます。

地域未来塾

☆信州大学の学生による学
習支援を行います（中学生
対象）

子ども水泳教室

☆クロールや平泳ぎなど正
しい泳法を学びます。

サッカー教室

☆みんなで楽しくサッカーや
フットサルをします。
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ੜ
ࡔ
ỳ
ࢠ
ࣗ
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ࣗ
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ủ
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ỽ
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ủ
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ồ
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Ϧ
ỽ
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ϥ
ϯ
ˍ
΢
Ỽ
ồ
Ϋ
Ứ

ϥ
ϯ
ˍ
΢
Ỽ
ồ
Ϋ
Ứ

児
童
館
放
課
後
子
ど
も
教
室
　

「
の
び
の
び
ス
ク
ー
ル
　
マ
ラ
ソ

ン
ク
ラ
ブ
」で
は
、三
月
二
六
日

（
水
）に
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を
開

催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
降
雪
と
寒
さ
で
雪
が

解
け
る
こ
と
が
無
く
危
険
と
判

断
し
、Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
内
で
走
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
年
は
草
尾
に
行
く
村
道
一

級
一
号
線
が
工
事
の
た
め
、信
号

を
付
け
て
一
車
線
交
互
通
行
と

な
っ
て
い
ま
す
。児
童
館
、役
場

振
興
課
、
生
坂
村
警
察
官
駐
在

人
）と
大
人
の
コ
ー
チ
三
人
を
加

え
て
一
四
人
で
走
り
ま
し
た
。

児
童
館
に
八
時
三
〇
分
に
集

合
し
、大
会
宣
言
、コ
ー
ス
説
明

と
注
意
事
項
と
準
備
運
動
を
行

い
、八
時
五
〇
分
に
三
二
〇
〇
ｍ

先
の
農
村
公
園
に
向
け
て
出
発

し
ま
し
た
。

一
年
生
、二
年
生
の
五
人
は
初

め
て
の
コ
ー
ス
で
小
さ
な
身
体

に
不
安
と
希
望
を
胸
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
、最
後
尾
か
ら
今
年

も
児
童
館
の
救
援
車
が
走
り
ま

し
た
が
、誰
も
乗
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。生
坂
っ
子
は
元

気
で
～
す
‼

大
人
も
び
っ
く
り
の
最
大
の

難
所
、草
尾
か
ら
ぶ
ど
う
畑
ま
で

の
坂
道（
距
離
一
〇
〇
〇
ｍ
、高
低

差
一
〇
〇
ｍ
）を
歩
か
ず
走
り
き

所
と
相
談
を
し
て
、こ
の
区
間
は

児
童
誘
導
員
を
配
置
し
て
歩
道

を
歩
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

二
年
振
り
に
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
ブ
リ
ッ
ジ
に
向
か
っ
て
走
り
ま

す
。今
年
は
晴
れ
で
し
た
が
、早

朝
は
寒
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

走
る
の
に
は
最
高
の
日
で
し
た
。

往
路
三
二
〇
〇
ｍ
、復
路
五
六

〇
〇
ｍ
、合
計
八
八
〇
〇
ｍ
、高
低

差
一
〇
〇
ｍ
の
コ
ー
ス
で
す
。
参

加
者
は
一一
人（
一
年
生
三
人
、二

年
生
二
人
、三
年
生
二
人
、四
年

生
一
人
、五
年
生
二
人
、六
年
生
一

っ
た
児
童
三
人（
六
年
生
の
木
内

て
ん
せ
い
君
、四
年
生
の
福
田
と

き
わ
君
、三
年
生
の
小
池
け
い
と

君
）に
坂
道
名
人
ラ
ン
ナ
ー
の
金

メ
ダ
ル
を
渡
し
ま
し
た
。

全
員
が
農
村
公
園
に
到
着
し

て
一
〇
分
間
休
憩
し
ま
し
た
。給

水
と
チ
ョ
コ
を
食
べ
て
元
気
一
杯

で
し
た
。ト
イ
レ
な
ど
の
後
、下

ノ
田
ま
で
林
道
を
ゆ
っ
く
り
走

り
ま
し
た
。途
中
の
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
ブ
リ
ッ
ジ
で
全
員
集
合
の

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

下
ノ
田
～
昭
津
～
草
尾
～
児

童
館
ま
で
四
一
〇
〇
ｍ
を
一
気
に

走
り
ま
し
た
。切
土
面
か
ら
離
れ

た
川
側
を
走
る
よ
う
に
安
全
に

配
慮
し
な
が
ら
、村
道
の
途
中
に

は
四
人
の
交
通
誘
導
員
を
配
置

し
、安
全
看
板
を
取
り
付
け
て
通

行
す
る
車
に
は
注
意
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

全
員
が
児
童
館
ま
で
完
走
し

て
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。一
人

ひ
と
り
が
完
走
証
と
完
走
メ
ダ

ル
を
も
ら
い
誇
ら
し
げ
で
し
た
。

厳
し
か
っ
た
走
り
が
今
後
の
自

信
に
つ
な
が
れ
ば
良
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
な
お
、大
会
を
開
催
す
る
に
当

た
り
、今
年
も
交
通
誘
導
員
や
写

真
係
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
チ
と
し

て
、い
く
さ
か
大
好
き
隊
と
お
じ

さ
ま
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
六
人
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
、こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
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通通年年  

健康福祉課 主催  
令和７年度 心身の健康に関する取組 のご紹介 

 

松松本本大大学学生生による運運動動教教室室  

     昨年、効果があったと大大好好評評のの教室をバージョンアップし、全全７７回回ココーーススで開催します！！ 

  どどななたたででもも参参加加でできき、、学生さんとの交交流流会会や、松松本本大大学学ののトトレレーーニニンンググルルーームムでで本本格格的的なな運運動動など 

楽しい企画も計画しています!(^^)! 

 

開催日   ６月中旬～１月（概ね月１回） 

   時 間   １０時～１１時３０分 または 14 時～１５時半 

                         ※広報いくさか５月号等でお知らせします。 

  

 

百百瀬瀬みみどどりり先先生生にによよるるヘヘルルススアアッッププ教教室室 

   健康診査・人間ドックの結果、虚血性心疾患、脳血管疾患などの生活習慣病が心配な方にお勧めな 

少人数の教室です。個々の体力に合わせた、家庭できる運動を健康運動指導士がご提案します。 

 

開催日   11 月～3 月に、２回コースで行います 

時 間   未定 

※ 詳細は、広報いくさか 10 月号でお知らせします。 

また、 対象の方には健康診査の結果返却会でご案内させて 

いただきます。 

 

 

 

（各取組みの詳細は、健康福祉課     69‐3500 までお問い合わせください。） 

  健康応援隊・・・5 月～11 月に各地区の公民館に健康福祉課職員がお邪魔します。今年度は、今までと 

少し変わった取組をします。詳細は、裏面をご覧ください。 

  病 態 講 座・・・管理栄養士、保健師が村の健康課題に合わせて、病気のメカニズム、予防方法など、日々 

の生活で取り組める実践的な講話を行います。冬季開催予定です。 

  心の相談会・・・精神科医による無料の相談会を年 4 回開催しています。 

  お口の講話・・・今年度からオーラルフレイル、歯周疾患について、健康診査で 10 分程度の講話を行いま 

す。 

  元 気 塾・・・社会福祉協議会と連携し、高齢者福祉センターで開催しています。 

※健康推進委員、食生活改善推進員、民生児童委員などの役員を対象とした学習会も行っています。 

1111 月月～～  

そそのの他他のの活活動動  

　　 　今年度も各地区をまわり、村民の方々の健康維持をお手伝いする「健康応援隊」を行います。

今年度の健康応援隊は、「しあわせingサークル」とのコラボで、健康体操と各地区の地図作りを

計画しています。

　座ってできるやさしい体操でリフレッシュした後は、皆さんの知っている懐かしい風景のこと、昔

の日常生活の様子などお聞かせください。皆さんの地区の懐かしい地図を作り、様々な体験を

次世代に伝えましょう。多くの皆さんのご参加、お待ちしております。

　　時　間
　１０：００　～　１１：３０　頃

　　　　

　　持ち物
　●水分補給のできるもの

　●１９３ポイントカード

　　♥健康応援隊では

　　　２ポイント　もらえます！

※　送迎を行います。ご希望の方は生坂村役場健康福祉課(☎69-3500) へご連絡ください。

古    坂

 大日向生活改善センター

南部交流センター

古坂地区介護予防拠点施設

宇 留 賀

昭   津

小 立 野

下 生 坂

草   尾

宇留賀公民館

日岐生活改善センター

昭津木材ふれあい体験館

草尾交流センター

小立野公民館

地　区

大 日 向

下 生 野

上 生 坂

日   岐

会　　場　

下生坂公民館

　１１月　１１日 　（火）

健康応援隊　　令和７年度

開 催 日

　　５月　１６日 　（金）

　　５月　２２日　 （木）

　　６月　　５日　 （木）

　　６月　２０日 　（金）

　　７月　　３日　 （木）

　　９月　　５日　 （金）

　　９月　２５日 　（木）

　１０月　１０日　 （金）

　１０月　２３日　 （木）

高齢者生活福祉センター
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生坂村役場健康福祉課
電話 ６９－３５００

お問い合わせ

生坂村地域支え合い推進会議/長野県地域発元気づくり支援金活用事業

生坂村版 地域交通トリセツ

-あづみん／のるーと安曇野編-

-池田町営バス編-

-大町市民バス「ふれあい号」編-

動画が完成しました！

令和６年度は、生坂村地域支え合い推進会議事務局において、
近隣の市と町の移動サービスについての分かりやすい情報発信方
法について検討し、隣接３市町の公共交通の具体的な乗車方法に
ついての動画を作成しました。ICNで放映中です。是非ご覧いただ
き、お出かけの参考にしてください。

WEB版「生坂村版 地域交通トリセツ」はこちら→
上記映像の公式YouTubeチャンネルへのリンクもあ
ります。

春の訪れを待っていたかのように顔を出すフキノトウ（蕗の花）、葉柄は最も身近な

山菜と言えるでしょう。フキノトウには、ビタミン B 群・C・E・K や、カリウム、鉄、

亜鉛に富んでいます。体内でビタミン A の元になるカロテンも含まれています。葉柄

には、β-カロテン、ビタミン B1・B2、カルシウム、カリウム、亜鉛などの栄養素が

含まれています。食物繊維も多く含まれており、腸の働きを活発にしてくれます。

※採取した葉柄は、塩で板摺をして、重曹や木の灰などを入れた熱湯で下茹でをし

て灰汁を抜きます。そして冷水にさらし、表面の筋をとって、下ごしらえをします。

今回のおすすめレシピは

蕗 の マ リ ネ

1 人分 栄養価

エネルギー ７５ Kcal たんぱく質 ０．3ｇ

脂質 ６．１ｇ 炭水化物 ４．４ｇ 食塩相当量 ０．３ｇ

※ 旬の食べ物は、体に元気を与えてくれます

※ 多めに作って常備菜にしても良いでしょう

作り方

① 蕗は３～４㎝長さに切る。小蕪は皮を

剥いて２～３㎜の薄切り、パプリカは

２㎝長さのせん切りにする。

② フライパンにオリーブオイルを入れ、

①の野菜を入れて、火にかける。

③ 全体に油が回ったら、レモン汁、酢、さ

とう、塩を加えて火を止める。器に盛っ

て、粗びきこしょうをふる。

材料（２人分）

蕗（葉柄：下ごしらえ済のもの） ７５ｇ

小蕪 １/２こ（５０ｇ）

赤パプリカ 適宜

オリーブオイル 大さじ１

レモン汁 大さじ２

酢 大さじ１

さとう 小さじ１

塩 ひとつまみ

粗びきこしょう 適宜

おすすめの組み合わせ

主食：ごはん

主菜：焼き魚

副菜：野菜の煮物

汁物：具沢山の味噌汁

☆組み合わせて、バランスよく食べましょう！

旬を食べよう（蕗編）
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ཆ
੒
ߨ
࠲

։
࠵
ใ
ࠂ

։
࠵
ใ
ࠂ

い
͘
͞
͔
ະ
དྷ
ε
Ϋ
ồ
ϧ
։
ߨ

い
͘
͞
͔
ະ
དྷ
ε
Ϋ
ồ
ϧ
։
ߨ



2�



22



2�



2�

ứ
ϋ
チ
ク
と
た
け
の
こ
Ừ

　
;
と
ؾ
づ
け
͹
目
の
લ
に
ഭ

る
ΰ
ー
ル
σ
ン
΢
ィ
ー
ク
。

　
ࡢ
年
の
ΰ
ー
ル
σ
ン
΢
ィ
ー

ク
は
、
約
ࡾ
ઍ
人
の
皆
さ
ん
が

「
い
く
さ
か
の
郷
」
に
๚
れ
て
く

れ
ま
し
た
。今
年
も
た
く
さ
ん
の

ํ
ʑ
に
生
坂
村
の
ඒ
ຯ
し
い
०

を
ຯ
Θ
っ
て
も
ら
え
る
と
い
い

な
と
願
っ
て
い
る
Ӻ
௕
で
す
。

自
分
が
当
た
り
લ
に
ࢥ
い
ࠐ

ん
で
い
る
も
の
は
、他
人
か
ら
ݟ

る
と
分
か
ら
な
い
こ
と
っ
て

৭
ʑ
あ
り
ま
す
。

　
生
坂
村
で
は
、「
た
け
の
こ
」ử

「
ϋ
チ
ク
」で
す
が
、ϋ
チ
ク
を
஌

ら
な
い
村
外
の
人
が
ฉ
く
と
ͦ

れ
は
コ
ロ
っ
と
し
た「
ໞ
फ
஛
」

を
イ
ϝ
ー
ジ
し
ま
す
。

　
な
の
で
、い
く
さ
か
の
郷
で
は

「
ϋ
チ
クớ
୶
஛
Ờ」
と
い
う
ද
ݱ

に
こ
だ
Θ
っ
て
い
ま
す
。 

࢛
݄
も
ޙ
൒
と
な
り
、
ஆ
か

く
ա
ご
し
や
す
い
ق
અ
と
な
り

ま
し
た
。

う
れ
し
い
ݶ
り
で
す
。

ࢲ
は
、日
ຊ
に
来
て
ࡾ
ʓ
年
、

生
坂
に
来
て
一
七
年
、
か
あ
さ

ん
家
に
来
て
ޒ
年
に
な
り
ま

す
。今

ま
で
、
৭
ʑ
な
৬
場
で
働

い
て
き
ま
し
た
。
で
も
ࢲ
は
料

理
を
作
る
こ
と
が
一
൪
޷
き
で

す
。
か
あ
さ
ん
家
に
来
て
う
ど

ん
作
り
も
初
め
て
体
ݧ
し
ま
し

た
。
今
で
は
う
ど
ん
作
り
に
つ

い
て
は
ಛ
に
自
信
が
あ
り
ま

ޒ
݄
の
中
०
を
ա
ぎ
る
と
い

よ
い
よ
ϋ
チ
ク
γ
ー
ズ
ン
に
ಥ
入
。

「
ϋ
チ
ク
ʁ
」
に
൓
応
し
て
ڵ

ຯ
を
も
っ
て
く
だ
さ
る
お
٬
様

も
年
ʑ
૿
え
て
き
ま
し
た
。

ứ
生
坂
ϋ
チ
ク
の
会
Ừが
今
年

ೋ
ޒ
प
年
に
な
る
の
で
、生
坂
村

໊
産
の
ϋ
チ
ク
が
ໞ
फ
஛
Ҏ
上

に
多
く
の
ํ
ʑ
に
஌
っ
て
も
ら

え
る
機
会
に
し
た
い
と
ࢥ
っ
て

い
ま
す
。と
い
う
Ӻ
௕
も
ま
だ
ま

だ
生
坂
村
࢛
年
目
の
初
心
者
。

　
ൢ
ച
は
໎
い
な
く
て
も
、ϋ
チ

ク
料
理
は
ま
だ
ຬ
଍
で
き
る
࢓

上
が
り
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
ࡸ
؈
の
ࡸ
を
࢖
っ
て
作
る
と

か
、き
ん
ͽ
ら
に
す
る
と
か
修
業

が
全
然
଍
り
ま
せ
ん
。

　
結
局
、や
ま
な
み
荘
の
৯
ಊ
で

৯
べ
る
か
ϋ
チ
ク
の
会
の
঎
඼

を
ങ
う
か
ộ

　
自
ਬ
も
が
ん
͹
り
ま
す
ʂ

す
。自

分
が
作
っ
た
෺
を
৯
べ
て

ت
ん
で
く
れ
る
お
٬
様
の
إ
を

ݟ
る
と
と
て
も
う
れ
し
く
な

り
、
や
り
が
い
を
ײ
͡
ま
す
。

গ
し
ݴ
༿
が
௨
͡
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
ಛ
別
ࠔ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ؾ
持
ͪ
の
ڧ
さ
で
৐
り
切
っ

て
い
き
ま
す
。

ࢲ
は
生
坂
村
が
大
޷
き
で
、

こ
の
৬
場
も
大
޷
き
で
す
。

皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
よ
Ζ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

生
坂
村
が
、か
あ
さ
ん
家
が
、大
好
き
で
す
！

͔
͋
͞
Μ
Ո

　
長 

ౡ

　
Ϟ 

Ϟ

■開札結果（2月）� （単位：千円）

担当課
入札日 種別 事　業　名 実施・納品場所 落�札�業�者 落札価格

（税抜）

総務課�
２月25日 委託 令和7年度

生坂村バス運行管理業務 生坂村 安曇観光タクシー株式会社 39,540
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歯
と
口
の
大
事
な
役
割

ᷦ
Ήɾҿ
Έ
ࠐ
Ή
͜
ͱ
͸
ӫ
ཆ

ઁ
औ
ͷ
ୈ
Ұ
า

生
命
活
動
の
基
ຊ
と
な
る
৯

෺
の
ઁ
取
に
お
い
て
、自
ら
ט
み

ࡅ
き
ҿ
み
ࠐ
ん
で
ӫ
ཆ
を
ઁ
取

す
る
こ
と
は
大
ม
重
ཁ
で
す
ޱ。

の
機
能
と
し
て
࢒、
っ
て
い
る
ࣃ

が
多
く
ט、
む
力
が
維
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、ೝ
஌
঱
予
防
Ҽ
子

と
し
て
஫
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ɹ
ද
৘
Λ
ͭ
͘
Δ

স
إ
な
ど
さ
ま
͟
ま
な
ද
情

は
ޱ、
प
り
の
ے
೑
や
ט
み
合
Θ

せ
に
よ
っ
て
ද
ݱ
さ
れ
ま
す
。

ɹ
ൃ
Ի
Λ
ॿ
͚
Δ

ݴ
༿
を
発
す
る
時
は
、
ࣃ
と

৶
や
ઉ
の
動
き
を
ௐ
和
さ
せ
て
、

発
Ի
し
て
い
ま
す
。

ɹ
ט
Ή
͜
ͱ
Ͱ
೴
ͷ
׆
ੑ
Խ

ט
む
ࡍ
に
あ
ご
の
ے
೑
を
動

か
す
こ
と
で
、೴
の
݂
流
改
善
や

す
。な
か
で
も
、ඞ
ਢ
ア
ϛ
ϊ
ࢎ

や
Ϗ
タ
ϛ
ン
を
バ
ラ
ン
ε
ྑ
く

৯
事
の
ӫ
ཆ
と
し
て
ઁ
取
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。ᷦ
む
力
と
ࣃ

の
ᷦ
み
合
Θ
せ
を
維
持
す
る
こ

と
で
、発
঱
Ҽ
子
を
཈
制
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
ࣃ、
प
ප
の
Ө
ڹ
に
よ
る
動
຺

ߗ
化
に
よ
っ
て
、݂
؅
性
ೝ
஌
঱

の
リ
ε
ク
も
高
く
な
り
ま
す
。

ࣃ
΍
ޱ
ͷ
த
ͷ
ঢ়
گ
͸
ỏ৯
΂

Δ
͜
ͱ
͸
΋
ͪ
Ζ
Μ
ỏݴ
༿
Λ
ൃ

͢
Δ
ỏද
৘
Λ
ͭ
͘
Δ
ỏ೴
ͷ
׆

ੑ
Խ
ͳ
Ͳ
શ
਎
ͷ
݈
߁
ʹ
ؔ
܎

͠
·
͢
Ố

ủ
ീ
ʓ
ೋ
ʓ
Ứớ
ീ
ʓ
ࡀ
Ͱ
ೋ
ʓ

ຊ
Ờͷ
໨
ඪ
Λ
ୡ
੒
͢
Δ
ͨ
Ί
ỏ

೔
ʑ
ͷ
η
ϧ
ϑ
έ
Ξ
ͱ
ϓ
ϩ
ͷ

έ
Ξ
Λ
૊
Ή
߹
Θ
ͤ
ͨ
྆
ྠ
ͷ

έ
Ξ
͕
ॏ
ཁ
Ͱ
͢
Ố

　
　
　
　
生
坂
村
ࣃ
科
਍
療
所

ਆ
ܦ
系
が
ࢗ
ܹ
さ
れ
て
、೴
が
活

性
化
し
ま
す
。

口
と
全
身
の
病
気

ۙ
年
の
様
ʑ
な
ݚ
ڀ
に
よ
り
、

ࣃ
や
ޱ
の
中
の
状
گ
が
全
਎
の

ප
ؾ
と
関
࿈
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま

り
ࣃ、
や
ޱ
の
中
を
健
康
に
し
て

お
く
こ
と
で
、さ
ま
͟
ま
な
ප
ؾ

の
発
঱
リ
ε
ク
を
Լ
げ
る
こ
と

が
ظ
଴
で
き
る
の
で
す
。

ɹ
৺
ଁ
ප

動
຺
ߗ
化
は
、心
ଁ
に
݂
ӷ
を

ૹ
る
݂
؅
が
狭
く
な
る「
狭
心

঱
」
や
݂
؅
の
٧
ま
り
に
よ
る

「
心
ے
ߎ
࠹
」
を
引
き
ى
こ
す
ݪ

Ҽ
の
一
つ
と
い
Θ
れ
て
い
ま
す
。

ɹ
౶
೘
ප

౶
೘
ප
は
݂
౶
஋
が
高
く
な

る
ප
ؾ
で
す
。
ࣃ
प
ප
ە
に
よ

る
Ԍ
঱
෺
質
は
݂
ӷ
中
の
イ
ン

ε
リ
ン
の
働
き
を
低
Լ
さ
せ
、݂

౶
஋
を
Լ
げ
に
く
く
す
る
と
指

ఠ
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、౶
೘

ප
の
重
঱
化
に
よ
り
、
ࣃ
प
ප

が
ѱ
化
す
る
こ
と
も
分
か
っ
て

い
ま
す
。

ɹ
ೝ
஌
঱

ೝ
஌
機
能
の
低
Լ
は
、様
ʑ
な

発
঱
Ҽ
子
で
引
き
ى
こ
さ
れ
ま

　
࢛
݄
に
入
り
各
ご
家
庭
で

は
、ご
入
学
、ご
進
学
、ご
ब
৬

な
ど
、
う
れ
し
い
ग़
来
事
が
お

あ
り
だ
っ
た
か
と
ࢥ
Θ
れ
ま

す
。お
め
で
と
う
ご
͟
い
ま
す
。

　
や
ま
な
み
荘
৯
ಊ
で
は
「
य़

の
ύ
ε
タ
フ
ỻ
ア
」
を
։
࠵
し

ま
し
た
。ク
リ
ー
ム
ι
ー
ε
、和

෩
、
ੲ
な
が
ら
の
φ
ポ
リ
タ
ン

の
ࡾ
種
の
ύ
ε
タ
で
ど
れ
も
た

く
さ
ん
ご
ఏ
供
さ
せ
て
い
た
だ

ど
、
༡
び
ऴ
え
た
ޙ
は
や
ま
な

み
荘
で
Ώ
っ
た
り
ラ
ン
チ
プ
ラ

ン
や
日
ؼ
り
ԅ
会
で
、
Ώ
っ
く

り
お
く
つ
Ζ
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
෺
Ձ
高
ಅ
の
ં
、
今
݄
よ
り

஋
上
げ
を
し
て
お
り
ま
す
。
૬

ม
Θ
ら
ͣ
大
੎
の
ํ
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ײ
ँ
い
た
し
ま
す
。

皆
様
、
ご
༑
人
や
ご
家
଒
で
や

ま
な
み
荘
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
お
଴
ͪ
し
て
お
り
ま
す
。

ࣃ
ỳ
ͽ
ồ
ͨ
い
Ή

Ώ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

き
ま
し
た
。
৯
ಊ
フ
ỻ
ア

は
今
ޙ
も
、定
൪
঎
඼
、人

ؾ
ا
画
、
新
঎
඼
と
৫
り

交
ぜ
て
い
き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ஆ
か
い
日
ࠩ
し
と
と
も

に
৭
ʑ
な
࠵
し
、
体
ݧ
が

目
ന
ԡ
し
で
す
。
ト
レ
ッ

Ω
ン
グ
や
ύ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に

ͦ
͹
ଧ
ͪ
体
ݧ
。
バ
ー
ϕ

Ω
ỿ
ー
は
ম
き
୆
と
ク
ラ

ϒ
ϋ
΢
ε
が
ૣ
い
者
উ
ͪ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ς
ニ

ε
や
マ
レ
ッ
ト
ΰ
ル
フ
な
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作業内容 単　位 標準金額 説　　　明

耕

耘

作

業

水　田

耕 起

10a

7,220 円
ほ場１枚につき 10 ａ未満 10％割増し
ほ場１枚につき 5 ａ未満 15％割増し

（一貫作業 19,960 円）
荒 代 5,140 円

植 代 7,600 円

畑 耕 耘 7,220 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増

田 植 機 作 業 10a 9,310 円

10a 未満 10％増・5a 未満 15％増
委託者側で手番１名つける
手番無 1,500 円加算  側条施肥 2,000 円増
除草剤散布・苗箱施薬散布各 500 円増

収

穫

作

業

コンバイン

カッター付

作 業

稲

10a

22,650 円
10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増
倒伏 10％〜 30％増
ワラ結束 2,500 円増

麦 11,000 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増
倒伏 10％〜 30％増

大 豆 7,000 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増

そ ば 7,000 円 10a 未満 10% 増・5a 未満 15% 増
倒伏 10％〜 30％増

乾

燥

籾 乾 燥 料

麦 乾 燥
60kg

1,440 円 水分 20％以上 運賃別途

1,200 円 水分 17％以上 20％未満 〃  　

840 円 水分 17％未満 〃  　

播 種
作 業 ロータリーシーダー 10a 10,060 円 委託者側で補助 1 名つける

種子・堆肥は委託者が用意
大 豆
選 粒 選　　 粒　　 機 1kg 15 円 作業人数４人程度で行う

畦　 塗　 機　 作　 業 1 ｍ 　80 円 水田

ブ ー ム ス プ レ イ ヤ ー 10a 3,230 円 薬剤代は委託者が用意
委託者側で補助１名つける

※圃場の出入り口・傾斜により作業ができないことがありますので、事前に確認をお願いします。

農業公社では、農作業の受託を行っています。
委託を希望される方は農業公社（☎ 69-3431）までご連絡ください。

令 和 7 年 度 農 作 業 料 金 表

公益財団法人生坂村農業公社【令和 7 年４月１日より適用】

　農作業料金表は安曇野市、安曇野市農業委員会、JA あづみ各地域営農センター、川手地区営農センター
の料金に統一しています。
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～生坂村災害時協力井戸の登録制度がはじまります～

災害時協力井戸とは？
地震等の災害により断水が発生した場合に水道施設が復旧するまで、生活用水（飲用水以外でトイレ洗浄、
掃除等に用いる水）として井戸水を提供していただくものです。

登録の要件

（１）村内にある井戸であること
（２）所有者又は管理者の井戸であること
（３）災害時に井戸水を生活用水として無償で提供できること
（４）現在井戸として使用しており、今後も継続して使用する

予定であること
（５）井戸及びその周辺が適正に管理され、安全であること
（６）災害時協力井戸として、登録標識の設置や所在地等を

公表することに同意できること

登録の手続きは

登録を希望される方は、村に登録の届け出を行い内容
審査と現地確認の結果、適切な場合に登録となります。

利用者に守っていただくこと

（１）災害時協力井戸による生活用水の提供は、登録者
の善意によるものであることを充分に理解して、
意に反する行為をしないこと。

（２）災害時協力井戸は、災害による断水が発生した場
合のみ、生活用水として利用すること。

（３）災害時協力井戸の利用に関して登録者の指示に従
うこと。

登録した方に行っていただくこと

災害時協力井戸が災害時に円滑に、そして継続的に
利用できるよう井戸やその周辺の維持管理を行い、有事
の際に井戸水を生活用水として無償で提供していただき
ます。また、登録井戸の周辺に村から交付する登録標識
を掲示します。

損害など

災害時協力井戸の運営又は利用に伴う事故等によって生じ
た損害等について、村及び登録者はその責を負いません。

災害による断水時、地域住民の方々に井戸水を提供していただける方は、ぜひご登録をお願いします。
詳しくは役場住民課（69-3113）まで

※ 農業機ցをੵंࡌにより、運ൖする場߹は別途運ൖ料1,000円をいͨだきます。
　 なお、運ൖޙ、Ωϟンセϧにより機ցを࢖用しない場߹であって΋運ൖ料1,000円は௃ऩいͨします。
※ ཁ໔ڐは、࢖用にあͨって、運స֨ࢿがඞཁとなります。

【用にؔして࢖】
機ց࢖用ޙは、఺ݕを行い、ඞͣ೩料を補ॆしてฦ٫してください。

（補ॆされてない場߹は࣮අで੥ٻさͤていͨだきます。）
。する場߹がありますٻোしͨ場߹、一෦ຢはશ෦मཧ代を੥ނ意ຢはաࣦによりނ

Ϩϯλϧ農業ػց࢖༻料金表

機 ց ౳ 名 শ 金　額

1 τラΫター 2014 5,000 円

2 運　ൖ　ं 3,000 円

3 大ܕϋンϚーϞΞ 5,000 円

4 খܕ৐用ϞΞ 4,000 円

5 スϐーυスプレイヤー
（500ŋ600Ŋ （ࢁؙ 7,000 円

6 ؅　ཧ　機 2,000 円

7 ワラきりカッター 2,000 円

機 ց ౳ 名 শ 金　額

8 άレーンタンΫ  5,000 円

9 （ఆݶ子ঁ）෷機מ 1,000 円

10 τラΫター（ঁ子ݶఆ） 4,000 円

11 手ԡし運ൖं 1,000 円

12 ϛχバッΫϗー 4,000 円

13 草מり機（スύイダー） 2,000 円

˙１日౰り（̝̔）　※൒日࢖用の場߹は、表هの൒額となります。

※ཁ໔ڐ
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これまで氏名の振り仮名は戸籍に記載されていませんでしたが、戸籍法の改正により

令和７年５月 26日以降、新たに氏名の振り仮名が戸籍に記載されることになります。

本籍地の市区町村から振り仮名の通知が届きます（令和 7 年 5 月 26 日以降、順次発送予定）

本籍地から、住民基本台帳に登録されている読み方を参考に、戸籍に記載する予定の氏

名の振り仮名を通知します。

通知が届きましたら、正しい振り仮名が記載されているかご確認ください。

氏名の振り仮名の届出について
通知書に記載された氏や名の振り仮名が、現在使用している読み方と異なる場合には、

正しい振り仮名の届出が必要です。届出の期間は令和 7年 5月 26日から 1年以内に限りま

す。

通知に記載された振り仮名が正しい方は、届出は不要です。

なお、令和 7年 5月 26日以降から出生届等により、初めて戸籍に記載される方について

は、出生届等の届出時に併せて振り仮名が記載されることになります。

※「太郎」と書いて「ジョージ」と読む等、漢字の意味や読み方と関連しない振り仮名

は認められない場合があります。

氏名の振り仮名の記載について
1年以内に届出がなかった場合は、お知らせした振り仮名が令和 8年 5月 26日以降に戸

籍に記載されますが、その後であっても１回に限り氏や名の振り仮名の変更の届出ができ

ます。

なお、既に届出した氏や名の振り仮名を変更したい場合は、家庭裁判所の許可が必要と

なります。

戸籍の振り仮名制度について、

詳しくは法務省ＨＰをご覧ください。

～ 戸籍の届け出の際に職業の記入をお願いします ～

令和７年は国勢調査の年です。令和７年度中に次の届出をされる方は、職業等の記入を

お願いします。

対象となる届出

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月 31日までの出生、死亡、死産、婚姻、離婚

記入方法

各届書の届出をされるときに、「職業」欄をご記入ください。

※死亡届には併せて「産業」欄もご記入ください。

法務省ＨＰ

～ 戸籍に氏名の振り仮名が記載されます ～

お問い合わせ先 生坂村役場 住民課 電話 0263-69-3113
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令
和
六
年
の
Ր
災
発
生
件
਺
は一

ೋ
ʓ
件
で
し
た
。
લ
年
ൺ
で
一
七
件

減
গ
し
て
い
ま
す
が
ݐ、
෺
Ր
災
は一

七
件
૿
Ճ
し
て
お
り
、
ࢮ
者
਺
も
۝

人
૿
Ճ
し
て
い
ま
す
。

ݐ
෺
Ր
災
は
、
住
୐
な
ど
の
ࡒ

産
だ
け
で
な
く
命
ま
で
を
も
ୣ
う

ڪ
Ζ
し
い
Ր
災
で
す
。住
୐
Ր
災
に

よ
って
、
ຖ
年
多
く
の
ํ
が
๢
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ͦ
の
൒
਺
が
「
ಀ
げ

஗
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

๢
く
な
っ
た
ํ
の
多
く
を
高
齢
者

が
઎
め
て
い
ま
す
。住
୐
Ր
災
の
発

生
や
ಀ
げ
஗
れ
を
防
ぎ
、い
の
ͪ
を

守
る
た
め
に
、日
ࠒ
か
ら
取
り
組
む

べ
き
「
住
୐
防
Ր
い
の
ͪ
を
守
る
े

の
ポ
イ
ン
ト
」
と
「
住
୐
用
Ր
災
ܯ

報
ث
の
作
動
確
ೝ
ํ
๏
」
を
঺
հ

し
ま
す
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

を
し
て
い
ま
す
か
？

　
皆
さ
ん
の
ご
自
୐
に
住
୐
用
Ր

災
ܯ
報
ث
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と

ࢥ
い
ま
す
が
、電
஑
の
寿
命
は
大
ৎ

෉
で
す
か
。
ܯ
報
ث
に
΄
こ
り
等

が
෇
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
住
୐
用
Ր
災
ܯ
報
ث
は
Ր
災

を
ײ
஌
す
る
た
め
に
ৗ
に
作
動
し

て
い
る
こ
と
で
、
Ր
災
発
生
時
の
ࢮ

๢
リ
ε
ク
や
ଛ
ࣦ
の
拡
大
リ
ε
ク

を
減
গ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ܯ
報
ث
の
寿
命
は
約
一ʓ
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ܯ
報
ث
に

΄
こ
り
等
が
෇
く
と
Ր
災
を
ײ
஌

し
づ
ら
く
な
り
ޡ、
作
動
の
ݪ
Ҽ
に

も
な
り
か
Ͷ
ま
せ
ん
。
住
୐
用
Ր

災
ܯ
報
ث
を
設
置
し
て
、
定
ظ
的

に
点
ਗ਼・ݕ
૟
を
し
て
ਖ਼
ৗ
に
作
動

す
る
か
確
ೝ
し
ま
し
Ỷ
う
。

●
点
検
方
法

ứ
ຊ
体
の
ボ
タ
ン
を
ԡ
す
Ừ、ま
た

は
、ứ
ώ
Ϟ
を
引
い
て
確
ೝ
Ừ
す
る
。

˞
ܯ
報
Ի
が
な
ら
な
い
場
合
は
、電

஑
切
れ
か
ނ
ো
が
ߟ
え
ら
れ
ま

す
の
で
、電
஑
ຢ
は
ຊ
体
の
交
׵

が
ඞ
ཁ
で
す
。

　
দ
ຊ
広
域
ফ
防
局
の
ϗ
ー
ム
ϖ

ー
ジ
に
ৄ
し
い
આ
明
を
ܝ
ࡌ
し
て
い

ま
す
。
ご
ෆ
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
明
科
ফ
防
ॺ
ớ
六
ೋ-

ೋ
۝

۝
ೋ
Ờへ
お
໰
い
合
Θ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

十

の
ポ
イ
ン
ト  

～
四
つ
の
習
慣･

六
つ
の
対
策
～

●
四
つ
の
習
慣

ᶃ
৸
た
͹
こ
は
ઈ
対
に
し
な
い
、さ

せ
な
い
。

ᶄ
ε
ト
ー
ϒ
の
प
り
に
೩
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

ᶅ
こ
ん
Ζ
を
࢖
う
と
き
は
Ր
の
ͦ

͹
を
཭
れ
な
い
。

ᶆ
コ
ン
セ
ン
ト
は
΄
こ
り
を
ਗ਼
૟

し
、
ෆ
ඞ
ཁ
な
プ
ラ
グ
は
ൈ
く
。

●
六
つ
の
対
策

ᶃ
Ր
災
の
発
生
を
防
͙
た
め
に
、ε

ト
ー
ϒ
や
こ
ん
Ζ
等
は
安
全
૷
置

の
෇
い
た
機
ث
を
࢖
用
す
る
。

ᶄ
Ր
災
の
ૣ
ظ
発
ݟ
の
た
め
に
、
住

୐
用
Ր
災
ܯ
報
ث
を
定
ظ
的
に
点

ݕ
し
、一ʓ
年
を
目
安
に
交
׵
す
る
。

ᶅ
Ր
災
の
拡
大
を
防
͙
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
಴
し
、৸
۩
、ҥ
ྨ

及
び
カ
ー
ς
ン
は
、防
Ԍ
඼
を
࢖
用

す
る
。

ᶆ
Ր
災
を
小
さ
い
う
ͪ
に
ফ
す
た

め
に
、
ফ
Ր
ث
等
を
設
置
し
、
࢖
い

ํ
を
確
ೝ
し
て
お
く
。

ᶇ
お
年
د
り
や
਎
体
の
ෆ
自
༝
な

人
は
、
ආ
೉
ܦ
࿏
と
ආ
೉
ํ
๏
を

ৗ
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

ᶈ
防
Ր
防
災
܇
࿅
へ
の
ࢀ
Ճ
、
ށ

別
๚
໰
な
ど
に
よ
り
、地
域
͙
る
み

の
防
Ր
対
策
を
行
う
。

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈住宅防火について〉
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໌
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卒
業
ࣜ
を
ཌ
日
に
߇
え
た
ࡾ

݄
ࡾ
日
、生
徒
会
主
࠵
の「
ࡾ
年

生
を
ૹ
る
会
」
が
行
Θ
れ
ま
し

た
。

　
ク
ラ
ε
マ
ッ
チ
や
文
化
ࡇ
な

ど
の
行
事
や
部
活
動
で
一
ॹ
に

ա
ご
し
た
ࢥ
い
ग़
の
場
໘
を
、

γ
ἀ
ー
ト
ム
ー
Ϗ
ー
や
ε
ラ
イ
ド

γ
ἀ
ー
で
ৼ
り
ฦ
っ
た
り
ࡩ、
の

Ֆ
び
ら
の
形
を
し
た
໊
ࢗ
大
の

用
ࢴ
に
ࡏ
校
生
全
員
で
ه
し
た

ࡾ
年
生
へ
の

ײ
ँ
の
ϝ
ッ

セ
ー
ジ
が
঺

հ
さ
れ
た
り

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ه

೦
の
඼
と
し

て
、ೝ
ҹ
と
コ

サ
ー
ジ
ỿ
が

各
ク
ラ
ε
の

୅
ද
に
手
౉

さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
役

員
手
作
り
の

ア
ー
チ
を
く
͙
っ
て
ୀ
場
す
る

ࡾ
年
生
を
ݟ
ૹ
る
ࡏ
校
生
は
、ऐ

し
ͦ
う
な
様
子
で
し
た
。

⃝

ଔ
ۀ
ূ
ॻ
त
༩
ࣜ
ỏڍ
ߦ

　
ࡾ
݄
࢛
日
、卒
業
ূ
ॻ
授
༩
ࣜ

が
ڍ
行
さ
れ
ま
し
た
。学
校
ධ
議

員
さ
ん
な
ど
の
来
ෂ
の
皆
様
と
、

た
く
さ
ん
の
卒
業
生
保
ޢ
者
の

皆
様
に
ݟ
守
ら
れ
る
中
、卒
業
生

の
明
科
高
校
最
ޙ
の
時
間
が
؇

や
か
に
進
み

ま
し
た
。

　
今
年
は
、

七
ʓ
໊
の
卒

業
生
ͻ
と
り

一
人
に
、ஃ
上

で
向
Ҫ
校
௕

先
生
か
ら
卒

業
ূ
ॻ
が
授

༩
さ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
୅
ද
の
౴
ࣙ
で
は
、

「
ࢲ
た
ͪ
は
最
高
の
஥
間
た
ͪ
と

め
͙
り
あ
い
、最
高
の
ࢥ
い
ग़
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ࡾ「。

年
間
の
高
校
生
活
を
ৼ
り
ฦ
り

な
が
ら
ײ、
ँ
の
ؾ
持
ͪ
を
ޠ
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
自
分
で
બ
ん
だ
学
校
や
৬
場

で
の
こ
れ
か
ら
の
日
ʑ
が
、一
人

ͻ
と
り
に
と
っ
て
ر
๬
に
ຬ
ͪ

た
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

ớ
文
੹
　
教
಄
　
૔
Լ
　
௚
Ờ



生坂村ホームページ

ு
し
た
໘
持
ͪ
で
ࣜ
に
ྟ
み
ま

し
た
。

小
দ
໠
校
௕
か
ら
は
、「
こ
れ

か
ら
の
ࡾ
年
間
を
ど
う
ա
ご
す

か
で
、
皆
さ
ん
の
人
生
は
一
人
一

人
ҧ
っ
て
い
き
、大
き
く
ม
Θ
っ

て
い
き
ま
す
。ͦ
し
て
ࡾ、
年
ޙ

の
ཱྀ
立
ͪ
の
時
、生
坂
中
学
校
で

学
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
ײ
で
き

る
よ
う
に
、中
学
校
生
活
を
充
実

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」と
新
入
生
に

向
け
た
ݴ
༿
が
あ
り
ま
し
た
。

中
学
校
の
ࡾ
年
間
は
、新
し
い

஌
ࣝ
や
ٕ
能
を
਎
に
෇
け
、豊
か

な
人
間
性
を
育
む
大
切
な
時
ظ

で
す
。自
分
の
目
ඪ
を
し
っ
か
り

と
作
り
、自
ら
進
ん
で
学
習
や
運

動
な
ど
に
取
り
組
み
、こ
れ
か
ら

の
時
୅
を
生
き
ൈ
く
確
か
な
力

を
਎
に
෇
け
て
く
だ
さ
い
。

Ժ
や
か
な
य़
の
ཅ
ؾ
の
中
、生

坂
保
育
園
の
入
園
ࣜ
、生
坂
小
学

校
と
生
坂
中
学
校
の
入
学
ࣜ
が

ͦ
れ
ͧ
れ
行
Θ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
で
は
࢛
݄
ࡾ
日ớ
木
Ờ

に
行
い
、新
入
園
児
一
一
໊
が
新

た
に
Ճ
Θ
り
、全
園
児
ޒ
ʓ
໊
が

入
園
し
ま
し
た
。

ࠤ
౻
ߜ
子
園
௕
か
ら
は「
一
൪

大
き
な
ͻ
ま
Θ
り
組
さ
ん
、皆
さ

ん
は
保
育
園
で
一
൪
大
き
な
、お

ܑ
さ
ん
お
࢞
さ
ん
に
な
り
ま
す
。

小
さ
い
子
の
໘
౗
を
ٓ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
た
ん
Ά
Ά
組
さ

ん
、う
さ
ぎ
当
൪
の
お
࢓
事
も
い

よ
い
よ
皆
さ
ん
の
൪
で
す
Ͷ
ؤ、

ு
っ
て
く
だ
さ
い
。ͪ
ỵ
う
り
っ

΀
組
さ
ん
、一
つ
大
き
く
な
り
ま

し
た
。お
ܑ
さ
ん
お
࢞
さ
ん
と
୔

山
਎
体
を
動
か
し
て
༡
ん
で
く

だ
さ
い
Ͷ
。」
と
園
児
た
ͪ
に
ݺ

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

ࣜ
の
ޙ
に
は
、ͦ
れ
ͧ
れ
の
組

の
園
児
た
ͪ
の
皆
さ
ん
で
ه
೦

ࡱ
Ө
を
し
ま
し
た
。
　

小
学
校
と
中
学
校
の
入
学
ࣜ

は
ࡩ、
の
つ
΅
み
が
๲
ら
み
࢝
め

た
࢛
݄
࢛
日ớ
ۚ
Ờ行
い
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
一
一
໊
の
ݩ
ؾ

な
一
年
生
が
、保
ޢ
者
と
一
ॹ
に

ຬ
໘
の
স
إ
で
初
ొ
校
を
し
ま

し
た
。

੺
Ӌ
利
थ
校
௕
か
ら
は
ࡾ、
つ

の
お
願
い
と
し
て「
ݩ
ؾ
い
っ
ͺ

い
に
ษ
ڧ
し
た
り
、༡
ん
だ
り
し

て
く
だ
さ
い
。も
し
ݩ、
ؾ
の
な

い
お
༑
達
が
い
た
ら
、や
さ
し
い

ݴ
༿
で
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
」

「
༑
達
に
ݏ
な
こ
と
を
ݴ
っ
た

り
、や
っ
た
り
し
な
い
で
み
ん
な

で
஥
ྑ
く
力
を
合
Θ
せ
て
、学
校

生
活
を
ૹ
っ
て
く
だ
さ
い
」「
ࠨ

ӈ
、લ
ޙ
Ζ
を
よ
く
ݟ
て
、ඈ
び

ग़
さ
ͣ
に
道
࿏
を
౉
り
、
交
௨

事
ނ
に
ઈ
対
に
ૺ
Θ
な
い
な
ど
、

自
分
の
命
を
自
分
で
し
っ
か
り

守
っ
て
く
だ
さ
い
」と
新
入
生
に

向
け
た
ݴ
༿
が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、運
動
会
や
Ի
ָ

会
、修
学
ཱྀ
行
な
ど
ָ
し
い
行
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。先
生
の

話
を
よ
く
ฉ
き
、お
༑
達
や
上
ڃ

生
と
஥
ྑ
く
ษ
ڧ
し
た
り
ݩ
ؾ

い
っ
ͺ
い
に
༡
ん
で
く
だ
さ
い
。

中
学
校
で
は
一
一
໊
の
新
入

生
が
先
ഐ
ํ
に
ܴ
え
ら
れ
、こ
れ

か
ら
࢝
ま
る
中
学
校
生
活
に
ظ

଴
で
ڳ
を
๲
ら
ま
せ
な
が
ら
ۓ

͝
ೖ
Ԃ
ɾ
͝
ೖ
ֶ
お
Ί
Ͱ
ͱ
͏
͝
͟
い
·
͢

͝
ೖ
Ԃ
ɾ
͝
ೖ
ֶ
お
Ί
Ͱ
ͱ
͏
͝
͟
い
·
͢

今
年
の
一
݄
߸
で
広
報
の
ฤ

集
作
業
を
引
き
継
い
で
か
ら
、

ૣ
い
も
の
で
ؾ
づ
い
た
ら
新
年

度
が
࢝
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ೋ
年
લ
に
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
、
時
の
流
れ
が
ૣ
く
ײ
͡

る
な
と
ࢥ
い
ௐ
べ
て
み
る
と
、

「
ジ
Ỿ
ネ
ー
の
๏
ଇ
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
み
た
い
で
、年
を
重
Ͷ

る
ご
と
に
時
の
流
れ
が
ૣ
く
ײ

͡
る
の
は
心
理
学
的
に
は
間
ҧ

い
で
は
な
い
み
た
い
で
す
。

と
い
う
の
も
、
ࢲ
が
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
の
ೋ
年
と
い
う

時
間
で
ߟ
え
て
み
る
と
、ೋ
ࡀ
児

に
と
っ
て
の
ೋ
年
は
、人
生
の
全

て
の
時
間
で
す
が
、ೋ
࢛
ࡀ
の
ࢲ

に
と
っ
て
は
、人
生
の
一
ೋ
分
の

一
の
時
間
で
あ
る
た
め
、同
͡
ೋ

年
と
い
う
時
間
で
も
૬
対
的
な

௕
さ
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
る

こ
と
に
よ
り
、
時
間
が
ૣ
く
ײ

͡
る
と
い
う
こ
と
み
た
い
で
す
。

分
か
る
よ
う
な
、分
か
ら
な
い
よ

う
な
ộ
。

ͪ
な
み
に
、
こ
の
๏
ଇ
を
ଧ

ͪ
ഁ
る
た
め
に
は
、
年
齢
に
関

係
な
く
新
た
な
こ
と
に
チ
Ỿ
レ

ン
ジ
を
し
続
け
れ
͹
い
い
み
た

い
で
す
よ
。

ớ
ా
中
　
ᠳ
ଠ
Ờ

　
こ
の
度
、
広
報
い
く
さ
か
の

ฤ
集
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
、
村
づ
く
り
推
進
室
の
ਆ

ా
と
ਃ
し
ま
す
。

　
ࡾ
݄
に
初
め
て
生
坂
村
に
଍

を
౿
み
入
れ
た
と
き
、
目
の
લ

に
広
が
る
༤
大
な
自
然
、
ಛ
に

ࡄ
઒
の
ඒ
し
さ
に
心
を
ୣ
Θ
れ

ま
し
た
。
࢛
݄
か
ら
生
坂
村
の

豊
か
な
自
然
に
ғ
ま
れ
な
が
ら

新
生
活
を
ຬ
٤
し
て
お
り
ま

す
。
ٳ
日
に
は
村
内
を
ࢄ
策
し

て
、
生
坂
村
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
஌
り
た
い
と
ࢥ
っ
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
、ど
こ
か
で
お
会
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ど
う
ͧ
よ
Ζ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
ʂ

　
ಡ
者
の
皆
さ
ん
に
د
り
ఴ
っ

た
広
報
ࢽ
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
の
で
、ご
ҙ
ݟ
・
ご
ཁ
๬
あ
れ

͹
、
役
場
村
づ
く
り
推
進
室
ま

で
お
د
せ
い
た
だ
け
ま
す
と
޾

い
で
す
。一
年
間
、ど
う
ͧ
よ
Ζ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　ớ
ਆ
ా
　
༏
ଠ
Ờ

編
集
後
記

編
集
後
記


